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自己愛的人格 に お け る誇大特性 と過敏 特性

相　澤 　直　樹
1

　本研 究で は
， 誇大特性 と過敏特性か ら な る 自己愛 的人格 項 目群 を作成 し，自己愛的人 格 の 構造 を検討

した 。 まず ， 67項 目か らな る自己愛 的人格項 目群 を作成 し， YG 性格検査の 10下位尺度 と ともに
一

般の 大

学生 ・大学院生 545名 に実施 した 。 得 られ たデ
ー

タ に プ ロ マ ッ クス 回転 に よ る因子分析 を施 し た と こ ろ ，

“
対人 過敏

”

，

“

対人消極性
”

，

“
自己誇大感

”
，

“
自己萎縮感

”
，

“
賞賛願望

”
，

“
権威的操作

”
，

“
自己愛的憤 怒

”

の 7 因子が抽出された 。 そ の 後 ，
こ れ らの 下 位尺度 に つ い て，項 目

一総得点間相関 と α 係数 を用 い て 内

的
一

貫 性を検討 した。また
，
YG 性格検査 との 関係 を検討 し た と こ ろ ， 各下位尺度 の併存的妥当性 が確か

め ら れ た 。 次に ， 共分散構造分析を用 い て 自己愛 的人格項目群 の 潜在変数 に 関す る モ デ ル を検討 した 。

モ デ ル 1 は
，

2 つ の独立 的な 潜在因子 が別 々 に 誇 大特性 下位 尺度 と過敏 特性下位尺度 を規定す る と い う

仮説か ら構成 され た。モ デ ル 2 は，
“
誇大 自己

”
と

“
萎縮 自己

”
の 2 つ の 自己 イ メ ージ か ら

“
自己愛的傷

つ き易さ
”

が生 じ る と い う潜在因果 関係 に よ り構成 された。分析 の結果，両 モ デ ル に お い て す べ て の パ

ス 係 数 は有意な値 を示 した が ， 十分な適合度 （GF1） を示 し た の は モ デル 2 の み で あ っ た 。 以上 の 結果 に

つ い て ， 誇大特性 と過 敏特性 を含 む 自己愛的人格 を包括的に と らえる視点か ら考察を行 っ た 。

　キーワ
ード ： 自己愛 的人格 ， 誇大特性 ， 過敏特性 ， 自己愛 的傷 つ き易 さ ， 共分 散構造分析

問 題

　 自己愛（narcissism ）と い う概念は
一

般 的 に よ く用 い ら

れ る もの で あ り，
そ の 具体像は

一
見 明 白な よ うに 思 わ

れ る 。 そ して ， 自己愛を性格 の
一

つ として とらえた 自

己愛的人格 と い う概念 も， 簡潔明瞭な よ うに 思わ れ る

か も しれ な い
。 しか し， そ の 実像 を把握す る こ と は 予

想以上 に 困難 で あ る 。

　自己愛 に 関す る 心理学 的研 究は ，1970年代 か ら80年

代 に か け て 自己愛的人格障害 似 下 NPD とす る ）の研究

の 中で 特 に 活発 に 行わ れ た 。 そ の代表 的 な研究者 と し

て ， Kernberg（1975）と Kohut （1971 ；1977）を挙 げる こ

とが で き る 。 Kernberg（1975 ）は ，
　 Mah 】er や Jacobson

の 自我 発達理論 と Kleinの 対象関係論の 流れ を汲み ，

NPD を病的 に 発達 した誇大 自己 に 起因 す る もの と し

て論 じ た 。

一方 ， Kohut （1971 ；1977 ）は ， 独自に構築 し

た 自己心理学 の 観点か ら， NPD を健康な 自己愛の 発

達停滞 として論 じた 。 双方異 な る 観 点 か ら理 論 を 展 開

して い る が ， NPD と し て 取 り扱 っ た患者の 姿 も幾分

異な っ て い た 。 Kernbergは ，
　 NPD の 患者像 と し て ，

尊大 さ ，傲慢 さ，賞賛 を過剰 に求め る傾向 ， 他者へ の

共感の 欠 如 な ど ，
い くつ か の特徴を明確 に 挙 げて い る。

そ れ に対 し ， Kohut は ， こ の人格障害の 診断基準を臨
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床場面で の特異な転移様反応 の発生 に お い て い るた め ，

あ ま り明瞭 な外 的基準 を提示 し て い な い 。 し か し ， そ

の 中で も， 主な特徴 と し て軽蔑 へ の 過敏 さや抑 うつ 傾

向 ， 自発性 の 乏 しさ，心気傾向な ど を示す患者 も NPD

と し て扱 っ て い る （Kohut ，
　1971，　p．177 ；1977，　p，193）。両者

は診断 の視点が 異 な る た め 単純 に 比較で きな い が ， 対

象 と し た 患者像に 差異があ っ た こ と は間違 い な い で あ

ろ う。

　 80年代 に 入 り，米国精神医学会 は DSM −IIKAmerican

Psychiatric　Associati。n，1980） の 中に NPD の 診断基準 を

設 けた。そ の 内容 は Kernberg （1975）が示 した もの に 近

く， 誇大性 ， 自己顕示性 ， 他者 へ の 無関心 さな どを中

心 として い た 。 こ れ に よ り，NPD の諸特徴が，誇大 さ

や 自己顕示性 な どを中心 に定式化 さ れた と 言 え る 。 そ

の 後，DSM は第 IV版 （American 　Psychiatric　Association，

1994 ）に 改定され現在 に 至 っ て い るが ，そ の 間 ， こ の誇

大で 自己顕示的な側面 に着 目する研究が多 く報告され

て き た （レ ピ a
一

と して ，上 地
・
宮下，1992ab）。しか し

一
方

で ， Kohut が取 り上げた よ うな ， 過敏で 抑 うっ 的な特

徴や類型 を指摘す る研究者も少な くな い
。
Akhtar ＆

Thomson （1982）は ，
　 NPD の 先行研 究を概観 し ，

　 DSM
−IIIが 提示 し た よ うな顕在的 な NPD とは別 に ，過敏 さ

や 劣等感 ， 他者 へ の 羨望 や 不 満 感 を示 す ， 隠 され た

NPD と い う分類 を提示 した 。
　 Rosenfeld （1987）は ， 治

療的 対 応 の 観 点 か ら，感情 を感 じに くい 鈍感 な （thick一
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skinned ）自己愛的患者 と ， 過敏で傷 つ き や す い 敏感 な

（thin・skinned ）自己 愛的患者 と い う分類 を示 した。　 Mas −

terson（1981）も，臆 病 で 無力 で あ る が ， 治療の 中で幻想

的な誇大自己 を表す ， ひ きだ し型 自己愛者（closet 　narcis ・

sist ） と い う類型 を指摘 し た 。

　以上 の 流れ の 中 で ，現象学 的 ・記述的観点か ら包括

的な NPD の 下位分類 を提示 した の が Gabbard （1994）

で あ る。Gabbard （1994 ） は ， 従来 の 様 々 な下位類型

が ， 無関心 な 自己愛者 （oblivi 。 us 　narcissist ） と過剰警戒

的な 自己愛者 （hypervigilant　narcissist ） と い う 2 つ の 類

型 を両極 とす る連続体上 に位置 づ け られ る と し た 。 前

者 は
， 傲 慢 ・ 自己 没頭 ・注 目願 望 ・自己主張性 ・他者

へ の 関心 の 低 さな ど を主 な特徴 と す る 類型で あ り，

DSM −IIIが 提示 し た NPD の 診 断基準 に 近 い 。
一

方，後

者は ， 内気 ・自己抑制性 ・他者回避性 ・傷つ き易さな

ど を主な特徴 とす る類 型 で あ る。そ して ，実際の 患者

は ， 両類型 の い ずれ か が顕著な も の か
， 両者 の 特徴 が

混在 した様相 を示す と論 じた 。 こ の 研究 に よ り， NPD

の 過敏 で 傷 つ き易 い 特徴 が よ り明確化さ れ た と言 え る 。

最近の研究で は ， Asper （1987）が ユ ン グ派 の 観点 か ら

自己 愛的障害 の 病理 と治療 に つ い て 論 じ て い る。そ こ

で上記の 分類学的な問題が 直接論 じ られ て い る訳で は

な い が ，見捨て ら れ 不安や 抑 うつ
， 羞 恥心 な ど に 悩 む

自己 愛的障害患者 の 姿が よ り詳細 に 示 さ れ て い る 。

　一般健常者 を対象 と した実証的研究の 中で も ， 過剰

警戒型 の 特徴 を示唆 す る研究が 散見 さ れ る 。 自己愛的

人格の 尺度 と し て は ， Raskin ＆ Hall　（1979）の Narcis・

sistic　Personality　lnventoryが頻繁 に 用 い られ る が ，

こ れ は DSM −IIIに基づ い て作成さ れ て お り ， 無 関心型

の 特徴 を中心 とす る。一方，Mullins ＆　Kopelman

（1988 ） は ， 自己愛に 関す る 4 つ の 尺度 に 因子 分析 を施

し， リ
ーダシ ッ プや 注目願望 な ど の誇大的な因子以外

に ， 不幸感や過敏 さを意味す る因子 も抽出した 。 また ，

Wink （1991）は MMPI の 6 つ の 自己愛尺度 に 主成分 分

析 を施 し，誇大性 ・顕示性 の 次元 と傷 つ き易さ ・過 敏

性 の 次元 の 2 つ の 主成分 を抽 出 し た 。そ の 他，高橋

（1998） は ，Gabbard の 分類 に 基 づ い て 項 目群 を構 成

し， 無関心型 に 属 す る 因子 と 過剰警戒型 に属す る 因子

を抽出 した 。 こ れ らの研究は ，

一
般健常者を対 象 とし

た 実証 的研究 で も，過剰警戒型 の 諸特徴が抽出さ れた

こ とを示 し て い る 。

　以上 の よ うな分類学的な議論が展開さ れ る
一

方で ，

こ の 2 つ の 類型 を自己愛的人格 に 含 め る と す る と ， ま

た別 の 問題が生 じて くる。それ は ，両者が外見的に 大

き く異な っ て い て ， 部分的 に は 正 反対 と も 言 え る 特徴

を示 す こ と で あ る。そ れ ゆ え ， 自己愛的人格 とは い っ

た い 何 を意味す る の か と い う疑 問 が生 じ る 。 ま た ， こ

の 問題 は ， ナ ル シ シ ス トの
一

般的な イ メージ が 無関心

型に 近 い た め に ， 過剰 警戒型 を自己愛的人格の 特徴 に

含め る べ き な の か とい う議論 に も結 び つ く。

　外的特徴 に
一

貫性 が 見 られ に くい な らば ， 内的 要因

に 関す る議論が必要 となる 。 現在 に 至 る ＊ で ， 多数の

研究 者 が 自己 愛的人 格の 心理構造 に つ い て論 じて きた 。

そ の 中で も， 特に 過剰 警戒型 も含め た 自己愛的人格論

を提示 した の が 岡野 （1998 ）で あ る 。 岡野 （1998） は，自

己愛的人 格の 心理 的要 因 として ， 極度 に 理想化さ れ た

自己イ メ
ージ で あ る理想 自己 と ， それ に 比 して 過剰に

卑下 された現 実 自己 であ る恥ずべ き 自己 の 2 極構造 を

仮定 し た 。 そ して ， 極端 な理想 自己 へ の 同一化傾向に

よ る自己評価の 高揚 と ， 現実場 面 で の 恥 ず べ き自己へ

の 直面化に よ る 自己評価 の 急激な低下 と い う循環的運

動 が ， 恥 や 対 人 的な傷 つ き易 さ を もた らす と論 じ た 。

同 時 に ， 理想 自己 と恥ずべ き 自己 の い ずれ に 精神生活

の 拠 点が お か れ る か と い う点 に は個人差が あ り ， そ の

程度に よ り無関心型の 特徴が 強 く見 られ た り， 過剰警

戒 型 の 特徴が 強 く見 ら れ た りす る と い う観点 を提案 し

た 。
つ ま り ， 極端 な理 想 自己 と恥ずべ き 自己 の 2極構

造 の 中で ， 主に 理 想 自己 の 方が中心 とな っ て い る と，

傲慢 さ ・自己没頭 ・注 目願望 ・自己主 張な どの 特徴 が

強 まり，逆に恥ずべ き 自己 が中心 に な っ て い る と，内

気 さ ・他者 回避性 ・傷 つ き易 さ な ど の特徴が強ま る と

考 えられ る 。 こ の 理 論に よ る と ， 極端 な理想 自己 と恥

ず べ き自己，及 び，両者間の変動 と し て 生 じ る 自己愛

的 な傷 つ き易 さ と い う内的要 因 に よ っ て ，自己愛的人

格 の 諸特 徴 が 規定 さ れ る と考 え られ る 。 先行研究 との

関係で は ， 極端な理 想 自己 が ，Kohut の 言 う蒼古的誇

大 自己，Kernberg の 言 う病的誇大 自己 ，
　Masterson の

言 う誇大 自己
一

万能対象融合単位に相当す る 。

一
方 ，

恥ずべ き 自己 は ， Mastersonの攻撃的 で 空 虚な 対 象関

係 融合単位が 相当 し ， 恥ずべ き 自己 へ の直面化 に よる

恥 の 体験 が，Kohut の 言 う自己 の 断片化 に あた る もの

と 考 えられ る 。

　以上の 他 に も，従来 自己愛的人格に 関 して は数多 く

の研究が な さ れ て き た （上 地 ・宮下 ，1992ab）。
そ れ ら は，

大別 して 事例 に 基 づ く臨床心理学的 ・精神医学的研究

と ， 心理 テ ス トや質問紙 を用 い た心理学的実証研究 と

に 分け られ る 。 前者 の中で は ， 前掲 の Gabbard （1994）

や 岡 野 （1998）の よ う に ，近年 に な っ て 過剰警戒型 を含

め て 自己愛的人格 を論 じ る研究が増 え て きて い る 。 し

か し ， 後者 で は ， 無 関心型 に の み 注 目 し た研究が ほ と
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ん ど で あ っ て ， 過 剰警戒型 を含 めて 研究 を行 っ た の は

概 ね高橋 （1998）や 高橋 （1998＞を見 る の み で あ る 。 個性

記述 的な事例研究で得 られ た知見 に対 し，心理学的な

実証 的研 究を通 じてその
一般妥 当性を検証す る こ と の

重要性 を考慮す る と， 過剰警戒 型 を含 め た 心理 学的実

証研究 は重 要な課題で ある と思われ る 。 そ こ で 本研究

で は ， 質問紙法を用 い て過剰警戒型 を含め た 自己愛的

入格の 特徴 を再検討 し，そ の 後 ， 潜在的関係 に関す る

仮説を検討する こ とと した 。 同様 の項 目群 と して は 高

橋 （1998）と 高橋 （1998）に よ る も の があ る が ， 項 目数 と

因子数が 少な く， 後述す る仮 説 を詳 し く検討す る に は

十 分 な もの で は な い と思わ れ た 。 そ こ で ， 新 しく自己

愛的人格項 目群 を作成す る こ と か ら開始 し た 。 さ ら に ，

そ の妥当性 を検討する た め に ， YG 性格検査 の
一

部 を

用 い た 。 調査対象と して は
，
Kohut （Els・ n．M ，1987 ） や

小此木 （1981）が ，自己愛的人格 と青年期 の 密接な関係

を指摘 して い る。また Hosoi （ユ981＞は ， 青年期に お け

る 自己愛的傾向の 漸増現象 を検証 し て い る 。 自立の 最

終的段 階 に あ た る こ の時期に お い て ， 自己評 価 へ の 関

心 の高 ま り が 自己愛的傾 向 を強 める と い う こ と は 十分

考 えられ る こ とで あっ た 。 そ こ で ， 調査 対象 に は青年

期の男女を選択 した 。

　 自己愛的人格項目群の 検討 に あた っ て は ， 以 下 の 手

法を用 い た 。 第
一

段階 と して
， 項 目全体 に 対す る探索

的因子分 析を実施 し項 目の 分類 を試み た 。 さ ら に第 2

段階 と し て ， 先行研究 を参考 に 潜在変数を仮説 し ， 共

分散構造分析   造 方程 式モ デル ）を用 い て その 妥当性を

検討 し た 。 そ の 際 ， 以 下 の 2 つ の モ デ ル を検討す る こ

ととした 。 1 つ は ， 無関心型 と過剰警戒型 が 別 々 の 人

格特性で あ る可 能性 を考慮 して ，両類型 の諸特徴が そ

れぞれ別々 の 潜在変数に よ り規定され る と仮定 し た も

の で あ り，
これ をモ デ ル 1 と し た 。 もう 1 つ は ， 前述

の 人格理 論 を参考 に ， 自己愛的人格 を
一次的 に 規定す

る要因 とし て ， 岡野 （1998）の 言う理想 自己 と恥 ずべ き

自己 に 相 当す る もの とし て 誇大自己 と萎縮自己 と い う

2 つ の 潜在変数を仮定 し ， それ らが もた らす対人 傾向

とし て 自己愛 的傷 つ き易 さ と い う潜在変数を仮定 した。

こ れ を モ デル 2 と した 。

　 な お ，無関心型 と過剰警戒型 とい う分類に 関 し て ，

Gabbard 自身も ，

“

こ れ らの 2 つ の タ イ プ は純粋 な形

で も生 じ る が ，患者の 多 くは 2 つ の タ イプ の 混 合 した

現象的様相 を呈 す る （Gabbard ，1994 舘訳，1997，　p．91）
”

と

述 べ て い る こ と か ら ， 類型 として よ りも特性 と し て論

じ た 方が妥当で あ る と思 われ た 。 また，無関心型 や過

剰 警戒型 と い う表現 も日本 語 に は馴染 み が た い よ うに

思わ れた 。
こ れ らの点 を考慮 し，以下で は無関心型 と

過剰警戒型 とい う表現の か わ りに ， 誇大特性 と 過敏特

性 とい う概念 を用 い る こ とに した 。

方 法

1 ．調査対象

　京都府 ， 大 阪府，兵庫県の 大学生・大学院生 545名（男

249名 ・女 296 名 ）。 平均年齢 20．3歳 （18〜25歳 ）

2 ．測定尺度

　（1）自己愛的人格項 目群

　自己愛的人 格 を測定 す る項 目群 は ， 先行研 究 か ら収

集 し た 。 用 い られた の は ， Raskin＆ Hall（1979，大石 訳，

1987） の Narcissistic　PersQnality　Inventory，　Murray

（1938，外 林訳，1961） の Personality　lnventory 中の Nar ・

cissism 項目，　 O ’Brien （1987 ） の O ’Brien　Multiphasic

Narcissism　Inventory，　Mullins ＆ Kopelman （1988）

の 自己愛項 目群，高橋 　芳 （1998 ）の ナ ル シ シ ズ ム 的人

格尺度で あ り， 邦訳 が な さ れ て い な い もの に つ い て は

筆者自身が訳 し た 。 た だ し ， 過敏特性に 関す る先行研

究が少 な い た め ， 項 目が 不十分で あ る と 考 え られた。

そ こ で ， 岡野 （1998）や 近藤 （1995）が 過剰警戒型 と対人

恐怖の 近似性 を指摘 し て い る こ とか ら ， 2 つ の対人恐

怖傾向尺度の項 目も含めた （田 中・穂苅 ・福 田 ・小 川，1994 ；

相 me，　1997）。以上 の 項 目群を筆者 と臨床 心理学 の 大学院

生 2人で 上位項 目群に 整理 し ，
そ の 項 目群か ら 2項 目

ず っ を選択 した。た だ し，上記の 手続 き上 ， 自己愛的

人格 に あた ら な い 項 目も含 まれ て い る 可能性が あっ た

の で ， Gabbard （1994）が挙げた無関心型 と過剰 警戒型

の 諸特徴 ， 及 び ， Asper （1987）が 挙げた 自己 愛的障害

の 特徴 を も と に 項目 を選定 し た 。 そ の 結果 ， 誇 大特性

に属す る 34項 目 ， 過敏 特性 に 属す る33項目が収集さ れ ，

それ ら全体 を自己愛的人格項 目群 と した
。 最終 的に 文

体 に 若干 の修正 を施 し，「1 あて は ま らな い 」か ら 「5

あ て は ま る」 まで の 5段階評定 で 対 象 に 実施 し た 。

　   YG 性格検査

　本研究で は ， 自己愛的人格項 目群 の 妥当性 を検討す

るた め に ，YG 性格検査 の 下位尺度の うち関連が 予想

さ れ る もの ， すなわ ち D （抑 うつ 性）尺度，C （回帰 性傾向）

尺度 ， 1（劣等感〉尺度， N （神経質 ）尺度 ， 0 （客観 性 欠如）尺

度 ， Co（協調性 欠 如）尺度 ，
　Ag （愛想の 悪 い こ と）尺度 ，

　 T （思

考 的外 向 ）尺度 ， A （支配 性 ）尺度 ，
　 S （社会 的外向）尺度の 10

下位 尺度 を，「1 あ て は ま ら な い 」か ら「3 あ て は まる」

ま で の 3段階評定 で 実施 し た 。

3 ．手続

　以 上 の 2 つ の 尺度 か ら な る質問紙 を 配布 し た 。配布
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方法は，ほ と ん ど が 大学の 講義時間 に な さ れ ， そ の場

で 回収 された もの と後 日回収された もの があ っ た 。

一

部 は 郵送 に よ り配 布 と 回収 を行 っ た 。調査期 間 は，2000

年12月〜2001年 6 月で あ っ た 。

結 果

1 ．自己愛的人格項 目群 の 因子分析

　 まず ， 各項 目の 度数分布 を検討 した結果 ， 特 に 極端

な問題 を示す項 目は な か っ た 。 そ こ で ， 誇大特性項 目

と過敏特性項目に分 けて ， 項 目
一

総得点間相関を算出

し た 。 そ の 結果 ， 前者で 5項 目 （項 目 9
，
14

，
23，29，　32＞，

後者で 2項 目 （項 目 7，14＞が ．20以下 の値 を示 した の で こ

れ を削除 し た 。 そ の後 ， 自己愛的人格項 目群 を下位分

類す るため ， 全体に探索的因子 分析 （主因子 法〉を施し

た。因子 回転は 因子間 の 相関 を許容す る斜交回転（プ ロ

マ ッ ク ス 法 ） を用 い た 。 因子数 は ， 内容的妥当性 と分散

の 説明率 を考慮 し て， 8 因子解 を採用 し た 。し か し，

複数の 因子 に 同程度に 負荷す る 項 目が見 られ た の で ，

こ れ を 削除 し た （誇 大特 性項 目 5，7，ll，16，17，19，24，30，33 ；

過敏 特性項 目 4，29）。 結果 ， 第 8因子 の 項 目が 一
つ の み と

な っ た た め こ れ も削除 し （過 敏特 性項 目 9＞， 因子数 を 7 因

子 として 再度因 子分析 を施 し， 最終的 な 7 因子構造 を

確定 した 。 7 因子全体で の 累積寄与率は 42．11％ で あ っ

た。結果 を TABLE 　1 に 示 す。

TABLE 　1　 自己愛的人格項 目群の因子 パ ター
ン 行列 （主因 子法 ・プ ロ マ ッ ク ス 回転 ）

FAC ．1　 FAC ．2　 FAC ，3　 FAC ．4　 FAC ．5　 FAC ，6　 FAC ．7
b20．自分が 相手の 人に 嫌な感 じを与えて い るの で は ない か と不安になる ．79 一，12 一．11 ．04 ．05 一．05 一．Ol
b17．自分が他人 に どの ような印象を与えて い るの か，とて も気に なる ．76 一

ユ4 一．07 一．03 ．29 一，18 ，04
b22．人 とい る と，馬鹿に され た り軽 く扱わ れ は しな い か と不安に な る 、70 ユ8 ．02 一，16 一，05 ，13 一．04
b26．周 りの 人 に 自分が変な人 に 思わ れて い る の で は ない か と不安に な る ．67 ．12 一．08 一．15 一．08 ．03 一．08
bll．周 りの 人の視線が気に な り落ち着か な い ．63 ．23 ．08 一．】3 一．09 一

」8 ．07
b21．周囲の 視線が 気に な っ て，動作が ぎ こち な くな る ．60 ．24 ．10 、00 一．04 一，15 一．00
bO5．失敗す るので は ない か と い つ も不安に なる ．56 一，11 ．Ol ．37 ．03 ．13 ．D2
b15．少 しで も批判 された り非難 され た りす る とひ ど く動揺す る ．50 一．03 ，01 ．07 ．16   18 ，25
bl6，先の こ とを くよ くよ考え す ぎる 、50 一

ユ2 ．13 ，34 一，04 ，D5 一，02
bO8 ．何か に つ け， 他人の 方が上手 くや っ て い るよ うに感 じる ．48 一．06 一，1526 ．04 ．14 ，07
b24，自分に 自信が な い ．46 ．12 一．21 ，27 ．01 ．09 一，10
b18．入 とい ても自分 だけが取 り残 されたような気持ちに なる ．45 ．30 一．05 ，Ol ，04 ，13 一．02
blO．大勢の人の 前に い る と， 自分が圧倒 されて しまう ．37 ．13 ．13 ．21 一，15 一．20 一．04
b3D．人 と自然 に付 き合え な い ，02 ．8】

一．02 一．08 一．09 ，09 一．04
b32．人が大勢 い る とうま く会話 の中 に入 っ てい けない

一．04 ．73 一．10 ．05 ．02 一．02 ．06
b23．人 に近 づ きた い 気持 ちが あ る に もかか わ らず，人 を避け て し まう ．17 ．72 ．03 一．08 ．06 ，04 一．10
bO6、人 と心 か ら打 ち 解けて 付 き合 うこ とが で きない 一．09 ．67 一．15 一．04 一．08 ．23 一．01
b33．内気な方で ある

一．16 ，55 ．Ol ．40 一．10 一．00 ．08
b31．人 と対面する と，相手 を意識して緊張する ．20 ．50 ，Ol ．07 一．Ol 「 08 ．06
bO3．知っ て い る人 を見か けて も，顔 を合わ さない ように道を避ける ，16 ．42 一．00 ．02 ．07 ．03 一，04
bO2．無理 して人 に合わ せ よ うと して，窮屈な思い をす る ．21 ．33 ．04 ．18 ．14 一．04 一．01
a20 ．私に は もっ て 生 まれたすば らしい 才能が ある

一．03 一．06 ．73 ．00 一．02 一．07 ．02
a31 ．他の人 と は違 っ て，自分は た ぐい まれ な存在で ある ，08 ．03 ．62 ，03 一、07 ，17 一．05
a10 ，自分に は どこ か 人を魅了 す る と こ ろが あ る よ うだ 一．01 ．Ol ．57 一．00 ユ6 一．05 一．05
a12 ，自分の 思想や感性に は か な り自信が ある 一．10 ．03 、54 一．05 ．01 一．00 ．12
a18 ．自分は き っ と将来成功す るので はな い か と思 う 一．09 一，02 ，54 ．0520 一，13 一，04
aO2 ．私は今 まで に た ぐい まれ な経験 を積ん で きた ，11 一，26 ．46 ．02 一21 ．09 ，00
aO8 ．自分の体 を人 に 自慢 したい 一．12 、05 ．40 ．13 ．07 ．16 ．03
aO3 ．自分自身で は，要領 もい い し賢明さ も備えてい る と思 う ∴ 10 ．09 ．36 一．29 一、01 一、02 一．05
al5 ，自分が偉大な人間 になっ てい るような空想 をす る ．10 ．10 ．34 ，09 ，13 ．23 ∴ 10
bDl．気が 弱い ．12 ．02 ．03 ．71 ．05 ．08 ．01
b25，決断力が ない ，14 ，02 一．07 ，54 ， 6 ，10 一．12
b28．引っ 込 み思案で ある

一，05 ，43 ．05 ．49 一，06 一，01 ．04
b13．自分の 意見が正 しい と思 っ て も強 く主 張で きな い ．28 ユ1 ，14 ．43 一．05 一、08 一．13
a27 ．人 の注 目を浴 びるのが好 きだ ．03 一．08 ，08 ．G6 ．78 ．07 一．07
a21 ．人か ら賞賛され た い とい う気持ちが強い 」9 ．11 ．01 ．03 ．63 一．08 ．13
a25 ．ここ ぞ とい う時に は大胆 に 自己ア ピ

ー
ル を したい

一．05 ．02 ．14 一．10 ．35 ．10 ．06
aO4 、人前で 発表 した り演技を した りす るの が得意 だ 一．09 一，ll 」6 一．18 ．29 ．20LO5
aOl ，人 の 話に 耳を傾け る よ り も自分の こ とを もっ と話した い 、09 一．21 ．Ol ．02 ．24 ，19 、04
al3 ．自分の 役に 立つ か ど うか で 友達 を選 ぶ こ とは，正 当な こ とで ある 一．ll ．D5 ．10 ，18 一．04 ．49 ．13
a26 ．人々 を従わ せ られ る ような権威 をもちた い ，13 ． 4 ．10 一．13 ，12 ．48 ．03
aO6 ．必要な らば罪悪感 を感 じる こ とな く，人 を利用 す る こ とが で きる

一，15 ． 9 ．03 一．02 ．OI ．42 ．06
bl9．根気が な く何をす るに も長続 きしない 一』5 ．06 一ユ 725 、08 ．38 ．02
a28 ，私の意見や考えに周ウの人を従わせることができれば， もっ と物事が うまく進むのにと思う ，12 ． 3 ．23 一．03 、03 、33 ．12
b12．人 に軽 く扱わ れた こ とが，後々 腹 が立 っ て仕方が ない こ とが ある ，12 ，04 一．03 一．10 一．03 ．18 ．65
a34 ．人 に侮辱 され た り蔑 まれ た ワす る と，怒 りを抑 えられ な くな る ．03 一．07 一．OO 一，02 ．04 ．07 ．55
a22 ．人 か ら不当な評価を受 ける ことに は我慢が な らな い

一．15 ．14 一．Ol 一．02 ．34 ．02 ．52
b27．対人場面で そ の 場は 何 と も思わ な くて も，後々 腹が 立 つ 事が ある 24 一、】3 ．04 一．07 一．19 ．22 ．45
a …誇大特性項目　 b …過 敏特性項目
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　次に
， 各因子 に 高 い 負荷 を示す項 目群 の 内容 か ら，

因子 の 意味に つ い て 検討 し た 。
い ずれ の 項 目群 も内容

的 に 概ね 統
一

性が 見られ た。それ ぞ れ の 内容 か ら，第

1 因子 は
“
対人過敏

”
， 第 2 因子は

“
対人 消極性

”
， 第

3 因子 は
“

自己誇大感
”

，第 4 因子 は
“
自己萎縮感

”
，

第 5 因子 は
“
賞賛願望

”
， 第 6 因子 は

“
権威 的操作

”

，

第 7 因子 は
“
自己 愛的憤怒

”
と命名さ れ た 。 第 6 因子

に は ， 「根気が な く何をす るの も長 続き し な い 」と い う

内容的に一貫 しな い 項目が含 ま れ て い た が ， こ れ は権

威的操作的態度の 背景 に あ る 「自分は 動 きた くな い 」

とい う態度 を反映 し た もの と考 え られ た 。 次に ， 各項

目群の構成 を見 る と ， 第 3 因子 ・第 5因子 ・第 6 因子

に は ほ ぼ誇大特性項 目の み が 属 し て お り ， 第 1 因子 ・

第 2 因子 ・第 4 因子 に は 過敏特性項 目の み が 属 し て い

る 。 こ の こ と か ら，
こ れ らの 因子 レ ベ ル で も両特性 の

項 目が ほ ぼ 分割 さ れ た と言 え る 。 第 7 因子の み が両者

の項 目を等 し く含ん で お り，

一
見 どち らに 属す る と も

言 い 難 い 。 し か し， DSM −IIIの 診 断基 準や Gabbard

（1994）の 分 類 で は，自己愛的憤怒は主 に 誇大特性の 中に

含 ま れ て い る こ と か ら ， 内容 的 に見て 誇 大特性 に 属 す

る もの と考え られ た 。 な お，因子分析の 結果得 られた

各下位尺度 ご と に 項 目
一

総得点問相関 を算出 し た と こ

ろ，全て ．30以上 の 値を示 し，ほ とん どが ．35〜．50程度

の 値 を 示 し た 。ま た
，

α 係 数 は ，各 下 位 尺 度

で ，905， ．860， ．770， ．752， ．687， ．591， ，691で あ っ た 。 因

子 間相関 と下位尺度問相関を TABLE 　2 に 示す 。

TABLE 　2　 因子 間相関 （右上 ） と下位 尺度間相 関 （左 下 ）

対人　　　対人　　　自己　　　自己　　　賞賛　　　権威的　　自己愛
過敏　　　消極性　　誇大感　　萎縮感　　験望　　 操作　　 的憤怒

A 尺度 ．784， S尺度 ．821で あ っ た。

3 ，自己愛的人格項 目群 と YG 性格検査の 相関

　自己 愛的人格項 目群 の 下 位尺度 ご と の 妥当性 を検討

す るた め，YG 性格検査 と の相関係数を算 出 した 。

　誇大 特性 に属す る下 位尺 度 と YG 性格検査 の 相関

係数を TABLE 　3 に 示す 。 下位尺度 の 妥当性 に つ い て

は，まず自己誇大感で ， AG 尺度 と A 尺度の 間に 弱 い な

が ら も正 の 相関が見 られ ，
1尺 度 と の 間 に 負の相関が

見られ た。また ， 賞賛願望で は ， AG 尺度 ，
　 A 尺度 ，

　 S

尺度 と の 間 に 弱 い な い し は 中程度の 正 の 相関が 見 られ

た 。 AG 尺度 が攻 撃性 だ け で な く，

一
般的な実行力や積

極性 も意味す る こ とを考 慮す る と （八 木，1987），以上 の

結果 は下位尺度の 妥当性 を支持す る もの と言 える。ま

た ， 権威 的操作 で Co 尺度 と AG 尺度の 間に ， 自己愛的

憤怒で C 尺度 ， N 尺度及 び AG 尺度の 間 に ，それ ぞ れ

正 の相関 が見 られ た こ と は ， こ れ らの 下位尺度 の妥当

性を 支持す る結果で あ る 。

一方 ， 各下位尺度 と YG 性

格検 査 の 相 関係数の パ タ ーン を見る と ，
YG 性 格検査

の情緒 不安 定性 因子 （D ，C，LN ） と社会不適応因子 （た

だ し AG を除 く O．　Co） と の 関係 で ，
4 尺度 が 2群 に 分 け

られ る こ とが 分 か る 。 つ ま り， 自己誇大感 と賞賛願望

で は ， 情緒不安 定性 因子 と社会不適応因子 と の 間に ほ

とん ど相関が 見 られな い の に対 し， 権威 的操作 と自己

愛的憤 怒 で は，弱 い な い しは中程度 の 正 の 相関が見 ら

れた 。 こ の結果 は ， 誇大特性が必ず しも
一

元的 で は な

い こ とを示唆 す ると同時に ，後述する各下位尺度の 特

徴 を 反映 し て い る も の と考 え られ る。

TABLE 　3　 誇 大特性 下位尺 度 と YG 性格検査 の 相関

対人過敏　　　1．000　　　．558　　
−．109　　　．413

対人消極性　　．65Z” 　 1．OOO　　−．102　　 ．500
自己誇大感　　一．174，’　一，135”　 1．OOO　　 −．435
自己萎笛感　　．619‘’　 ．618”　一、312‘’　 1．ooe
賞賛願望　　　　　一，063　　　　−．192．．　　　．4611t　　−．334tt
権威的操作　　．196’‘　　．147” 　　．304’

t

　
−．012

自己愛的憤怒　．40D”　　．2S8
‘°
　　．181

”
　　．099

’

，042
−．202
．393
−．3681
、000313

°’

，z96°，

．213　　 ．475
、OZ4　　 、372
，3D3　　　　　．152
−．347　　　　　．171
7272　　　　　．203
1、000　　 211
，3998拿　　1．OOD

自己 　 　 　賞 賛 　 　 権威 的 　 　 自己 愛

誇 大感 　　 願 望　 　 　操 作　 　 的憤 怒

“
pく．05　

”
pく，Ol

2 ．YG 性格検査の 項目分析

　YG 性格検 査 の 各下位尺度毎 に ，項 目
一総得点間相

関 を算出 した 。 概ね ．30以上 の 値 を示 し た が ， 0 尺度 ，

Ag 尺度 ，
　 T 尺度の それ ぞれ で ， 1 項目ずつ ．20以 下 の

値 を示す もの が 見 られた 。そ こ で ，こ れ らの 項目 を分

析か ら削除す る こ と も考 えられ たが ， 既存 の 性格検 査

で あ る こ と か ら そ の ま ま 用 い る こ と と し た 。 α 係数は ，

D 尺度 ．855， C 尺度．777， 1尺度 ．810，　 N 尺度 ．784，

0 尺 度 ．661， Co 尺 度 ．794，
　 Ag 尺 度 ．675，　 T 尺 度 ，695，

D （抑 うつ 性）

C （回帰性 傾 向）

1 （劣等感）

N （神 経質 ）

0 （客観性 欠 如）

Co （協調性 欠 如 ）

Ag （愛想 の 悪 さ ）

T （思考的外向）

A （支配性 ）

S　（社 会的 外 向）

一．063　　　　　．Ol6　　　　　．287 ・．　　　，386噛嘔

，017　　　　　．203拿 ホ
　　　．305拳 ホ

　　　．413寧 寧

一．238・寧　　一，100專　　　　．175．・　　　．324． ．

一．010　　　　　．062　　　　　．315串．　　　．527窄 嚀

．149掌 ゆ
　　　．180庫 摩

　　　 ．298寧．
　　　 ．374凄ホ

．099廓　　　　　，125寧事　　　　．492 寧 辱

　　　　．480申 ．

．373辱 寧
　　　．434，順　　　 ．335嘔．　　　 ．440串・

一．164申．　　一．062　　　　−．211ホホ　　ー．282・・

．296．・　　　　．451 串 象

　　　　．019　　　　−．068
，202・亭　　　 ，400串卓　　

一，041　　　　
−．125傘寧

．
p〈，05　

・拿
p〈．Ol

　過敏特性 に 属 す る下位尺 度 と YG 性格検査 の 相関

係数 を TABLE 　4 に 示す 。 各下位尺度の 妥当性 に 関 して

は，まず対 人過敏で ， D 尺度 ，
　 C 尺度 ， 1尺度 ，

　 N 尺

度 と の 間で 強 い な い し は 中程 度の 正 の 相関が 見 ら れ た

こ と ， 及び ， A 尺度 ，
　 S 尺度 と の 間で 中程度の 負 の 相

関 が 得 られた こ とか ら，妥当性 は支持 さ れ た もの と言
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TA 肌 E 　4　過敏 特性下位尺度 と YG 性格検査 の 相関

対人
過敏

対人

消極性
自己

萎縮感

D （抑 う つ 性）

C （回 帰性 傾 向）

1 （劣 等感 ）

N （神経質）

0 （客 観性 欠如 ）

Co （協 調性 欠如 ）

Ag （愛想の 悪 さ ）

T （思 考的 外 向）

A （支配 性 ）

S　（社 会的 外 向）

．638瑠 ＊

．437艸

．813嚀躍

．731串 串

．443＊＊

．529＊ ＊

．011
−．457‡’
一．449率ゆ
一．422寧．

．516軸

．279紳

．567 拿゚

．568° ’

．372韓

．439’亀

一．117榊

一，383鱒
一，673’8

−．702・掌

，383鎚

．217榊

．652 拿宰

．435林

，188榊

．228＊ ＊

一．300料

一．217料
一．673料
一．526榊

‡
pく，05　

”
pく．0】

え る。また ，対人消極性 で は，D 尺度， 1 尺度，　 N 尺

度 ， Co 尺 度 と の 間で 強 い な い し は 中程度の 正 の 相関が

み られ た こ と， 同時 に A 尺度 ， S 尺度 との 間 で 強 い 負

の 相関が 得 られ た こ とか ら ， 同 じ く妥当性 は支持 さ れ

た と言え る。最後 に ，自己萎縮感で，D 尺度， 1尺度，

N 尺度 と の 間に 中程度の 正 の 相関が見 られ ， A 尺度 ，

S 尺度 と の 問に 中程度の 負の 相関が 見 ら れ た こ と か ら ，

こ こ で も下 位尺度の 妥当性が 支持 された と考 え られ る。
一

方 ，
こ こ で は各々 の 相関係数の パ タ ー ン に 大き な違

い は見 られ なか っ た 。しか し，YG 性格検査 の 情緒不安

定性因子 と社会 不適応因子 （AG を除 く） との 関係 で は ，

対人過敏が最 も強 い 値を示 し て お り，以下対人消極性，

自己萎縮感 の 順 に 値が 弱 ま っ て い る。ま た 逆 に
，
YG 性

格検査 の 主導性因子 （A ，S＞ との 関係 で は ， 対人過敏 が

最 も弱 い 負の 相関を示 して お り，対人消極性 と自己萎

縮 感 が 同程 度 の 強 さの 負 の 相 関 関係 を示 して い る。以

上 の 結果 は ， 後述 す る各下位尺 度の 特徴 を反映 し て い

る も の と 思 わ れ る 。

4 ，自己愛人格項 目群 の 共分 散構造分析

　次 に ， 各 下位 尺 度 ご と の総得点 を観測変数 と し て ，

共 分散構造分析 （構造 方程 式 モ デル ）を通 じて モ デ ル の適

合性 を検討 した。

　 まず ， 誇大特性 と過敏特性 の そ れ ぞ れ が 別 々 の 潜在

変数で 規定 さ れ る と す る モ デ ル 1 を検討 した。各 下位

尺度 の う ち，自己誇大感 ， 賞賛願 望 ， 権威的操作 ， 自

己愛的慣怒が 誇大特性 に 属す る と考え られ る こ と か ら，

こ れ ら 4 つ を規定す る潜在変数 を仮定 し，こ れ を
“
誇

大特性
”

と命名 した 。

一
方 ， 過敏 特性 に つ い て は

， 対

人過敏 ， 対人消極性 ， 自己萎縮感 に共通する潜在変数

を仮定 し， こ れ を
“

過敏特性
”

と し た 。最後 に ，潜在

変数間 に相関を仮定 し モ デ ル を完成 した 。 こ れ を検証

す る た め に 確認的因 子分析 を行 っ た （豊 田，1992 ；狩 野，

1997）
。 結果 を FIGURE　1 に 示 す 。

パ ス 係 数 と因子 問の 相

関係数は， い ずれ も有意で あ っ た 。 しか し ，
モ デ ル の

データ に 対 す る適 合 度 を表 す GFI と AGFI の 値 は そ

れぞれ ．859， ．697とな り， 十分な もの で は な か っ た 。
こ

の こ と か らモ デル 1 は デー
タ へ の 適合性が低 く，棄却

さ れ る べ き で ある と判断さ れ た 。

　次 に
， 誇大 自己 ， 萎縮 自己 ， 自己愛的傷 つ き易さ の

3 要因を潜在変数 と し て仮定 した モ デ ル 2 を検討 した 。

モ デ ル の構成 に あた っ て ，各潜在変数 と観測変数の 関

係は 以 下の よ う に考 え られ た 。 誇大自己 は ， 極端に 理

想化 さ れ た 自己イ メ ージ で あ り， 自己誇大感や 万能感

を もた らす もの と考 え られ た。同時 に
， そ の よ うな自

己 イ メ ージ を持 つ 人 は ， そ れ が周囲の 人 と の 間で も肯

定 さ れ る こ と を望む と考 え られ た 。そ こ で ，誇大自己

に は自己誇大感 と賞賛願望を関係づ けた 。 次 に
， 萎縮

自己は，極度 に否定的に評価 さ れ た 自己 イ メ ージ で あ

り ，
そ れ は 自信 の 喪 失 や 判 断力 の 弱 さ を もた ら す も の

と考え られた 。 同時 に ， そ の よ うな 自己 イ メ ージ に と

らわ れ る人 は，対人場面で積極的 に 行動す る こ と が で

きず ， 引 っ 込 み 思案 で 内気 な振 る舞 い に な らざるを得

な い もの と推測 さ れ た 。 そ こ で ， 萎縮自己 は 自己萎縮

感 と対人 消極性 に 影響 を与 え る もの と し た 。

一方 ， 自

己愛的傷 つ き易 さ は ， 誇大 自己 と萎縮 自己 の 2極構造

を 背景 に 持 っ て い る が 故 の ， 他者 か ら の 否定 的評価 に

対 す る過敏 さを意味 して い る 。 したが っ て ， それ は誇

大 自己 を傷 つ ける侮辱や軽視 に対す る拒否的反 応 に最

も よ く現 れ る と 考 え られ る。した が っ て ，こ の 潜在変

数 に は 自己愛的 憤怒 と対 人過敏 を関係 づ けた 。 ただ し，

対人過敏 に つ い て は ， 否定的評価 へ の 予期的不安 と し

一．16

FIGURE　1　 モ デ ル 1 の 確認的因子分析 （誤差 項 は 省 略）
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て の性質が 強 く見 られ ， そ こ に既に否定的に評価 され

た 自己 イ メ ージ の 影響が 推測 さ れ た 。そ こ で ，こ の 観

測変数 は萎縮 自己 に も関係づ けた 。 最後 に ，
こ の 傷 つ

き易さ は，対等 な対人関係の 形成を妨げ，支配 ・操作

的 な関係 に 限定 さ れ た 対 人関係 に 導 くも の と考 え られ

た 。 そ こ で ， 権威的操作 も自己愛的傷 っ き易 さ に 関係

づ け た
。 以 上 の 他 に ，誇大自己 と萎縮 自己 の 2極構造

か ら自己愛的傷 つ き易 さが もた らされ る とい う仮 説に

従 い ，双 方 か ら 自己愛的傷 つ き易さ へ の 因果関係を導

入 し た 。 最後 に誇大 自己 と萎縮 自己 の 間に相関関係 を

仮定 し，モ デル 2 を完成 し た 。 こ れ を検証す る た め に ，

共分散構造分析 を行 っ た 。 結果 を FIGURE　2 に 示 す。測

定 方程 式及 び構造方程式 の因果係数は ，
い ずれ も有意

で あっ た 。 GFI 値 は ．960，
　AGFI 値 は．888で あ っ た 。 し

た が っ て ， モ デル 全体の 適合性 は十分 な もの で あり，

モ デ ル 2 の 説 明力 は 高 い と 判 断 で きる。ま た，内生的

潜在変数の決定係数 （R ！

）は ．736で あ り， 因果関係の規

定力 は 高 い と言え る。

考察 と今後 の 展望

　本研究で は
， 質 問紙法 を 用 い て ， 誇大特性 と過敏特

性 を含 め た全体 的な 自己愛 的人格の特徴 と，潜在的関

係 に 関す る仮説 を検討 した 。 新た に 項 目を収 集整理 し，

自己愛的人格項 目群 を作成 した 。 そ して ， それ を
一般

青年545名 に 5 段階評 定で 実施 した。得 られた デ
ー

タ に

斜 交回転 に よ る 因子分析 を実施 し ， 7 因子 構造 （対 人 過

敏 ・対 人 消極性 ・自己 誇大感 ・自己 萎縮 感 ・賞賛願 望 ・権威 的 操

作 ・自己愛 的 憤怒 ） を 得た 。 そ の 後 ， 仮 説 を検 討 す る た

め ， 共分 散構造分析 （構造方 程 式モ デル ）に よ る モ デ ル の

検証 を試み た。その 際 ，誇大 特性 と過敏特性が 独自の

潜在変数 に よ り規定 さ れ る と す る モ デ ル 1 と
， 誇大 自

己 と萎縮 自己 の 2極構造か ら自己愛的傷 つ き易 さ が生

じ る と の 仮説 に 基づ くモ デル 2 を構成 した。各 モ デル

の 適合 度を算出 した 結果 ，
モ デ ル 1 は 棄却 さ れ ，

モ デ

ル 2は十分な適合度を示 した 。

1 ．自己愛的人格の 諸特徴に つ い て

　本研究 で は ， 包括的 な 自己愛的人格項 目群を作成 し ，

その 特徴 を検討 した 。 得られ た因子 の 内容か ら，自己

誇大感 ， 賞賛願 望 ， 権威 的操作 ， 自己愛 的憤怒 の 各因

子 が 誇 大特性 に 属す るもの と考 え られ た 。

一方 ， 対人

過敏 ， 対人消極性 ， 自己萎縮感 は 過敏特性 に 属 す る も

の と考 え られ た 。 こ れ ら の 因子 の 内容 は ， Gabbard

（1994 ＞の 無関心 型 と過剰 警戒型 の 特徴 に概ね
一致す る。

9 た ， YG 性格検査を用 い た妥当性の検討で は ， 因子分

析に従 っ て得 られた下位尺度 ご とに ， 概ね 予測 さ れ る

相関関係が 見 ら れ た 。 以上 の こ とか ら ， 本項 目群は 誇

大特性 と過敏 特性を含 む包括 的 な自己 愛的人格 を評価

す る もの と し て
， 妥当な も の で あ る と判断 さ れ る 。

　YG 性格検査 との 関係で は ， そ の 他に も有意 な関係

が 見 ら れ た 。 誇大特性 の 下位尺度で ， YG 性格検査 との

相関係 数 の パ ターン に 目立 っ た違 い が 見 られ た 。 つ ま

り， YG 性格検査 の情緒不安 定性 因子及 び社会不適応

因子 との 関係で ， 自己誇大感 と賞賛願 望 は積極的 な関

係 を示 さ な か っ た 一方で ， 権威的操作 と自己愛的憤怒

は 弱 い な い し は 中程度 の 正 の 相関 を示 した 。 前者 の 結

果は ， 自己誇大感 と賞賛願望が ， 抑 うつ 感や情緒不安

定性，劣 等感 な ど の情緒的問題や空想性，協調性欠如

な ど の社会的不適応 と特 に 関係 して い な い こ と を示 唆

して い る 。 誇大 自己 と萎縮 自己 の 2 極構造 を仮定す る

と ，
こ の 結果 に つ い て は 以 下 の 2 つ の 可能性が考 え ら

れ る 。 第 1 に は ， 非常に 理 想化 され た誇大 自己 を持 ち

なが らも，そ れ に 現実 の 能力が追 い つ い て い る た め ，

情緒の 不安定や社会 的な不 適応 に つ な が ら な い 場 合で

ある 。 こ れ は ，い わ ゆ る健康な 自己愛に 属す る 。 もう

1 つ は
， 現実 自己 が 誇大 自己 か ら大 き くず れ て い る に

もか か わ らず ， 現実自己 の 方が無視され る場合 であ る。

こ の 場合，情緒不安定性や社会不適応性 に は結び つ か

な い と考 え られ るが ，現実が無視 さ れ て い る点で は 問

FIGURE 　2　 モ デル 2 の共分散構造分析 （誤差 項 は 省 略 ）
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題が 大 きい と言える 。 以上 の よ うに 考 える と，
こ れ ら

の特性 は ， 健康な もの か ら問題 の大 き い も の ま で ，幅

広 く自己愛的 な傾向に見 られ る特徴で ある と思わ れ る 。

一
方，権威的操作 と自己愛的憤怒は ， 惰 緒不安定因子

と社会 不適 応因子 と弱 い な い しは中程度の 正 の 相関を

示 した 。 こ の こ と は，これ らの 特性が情緒 の 不安定 さ

や 社会的不 適応 と正 の 関係 に あ る こ とを示唆 し て い る 。

その 意味で は ， 誇大 自己 と萎縮 自己 の 2極構造の 中で ，

誇大 自 己 の 影響 を 大 き く受 け な が ら も ， 萎縮 自己 も無

視 され て い る訳 で は な く，結果的 に 自己愛的 な傷 つ き

を感 じや す くな っ て い る人 が示 す 特性で あ る と考 え ら

れ る 。

　 過敏 特性の 各下 位尺度で は ， YG 性格検査 と の 相関

係数の パ タ
ー

ン に大 きな違 い は見 られ なか っ た 。 しか

し， その 値に 注 目す る と，

一
定の関係が見 られ た 。 YG

性格検査 の 情緒不安定性因子 と社会 的不適応 因子 との

関係 で ， 対人過敏 が最 も強 い 正 の 関係を示 し た 。 こ の

こ と は
， 対 人過敏 が 強 い 人 は

， 抑 うつ 感 ， 情緒不安定

さな どの 情緒的問題や空想性 ， 協調性欠如な ど の社会

不適応性を強 く示す こ と を示唆 して い る。そ の 意味 で ，

対人過敏 は ， 誇大 自己 と萎縮 自己 の 2極構造 の 中で ，

萎縮 自己 に と ら わ れ て い な が ら も ， 誇大 自己 の 影響 も

強 く， 結果 的 に 自己 愛的 な傷 つ きを頻繁 に 経験す る人

が示 す特性で ある と考 え られ る 。 ただ し，対人消極性，

自己 萎縮感 に も正 の 相 関係数 が 見 られ る こ と か ら ，
こ

れ ら も誇大 自己 と強 い 関係 に ある もの と推測 され る 。

一
方 ， YG 性格検査 の 主導性因子 に 注目す る と，自己萎

縮感 と対 人 消極性が対 人過敏 よ りも強 い 負の 関係 を示

した 。
こ の こ とは ， 対人消極性や 自己 萎縮感 を高 く示

す人 ほ ど ， 支配 的 な 姿勢や 対人 積極性 が 低 い こ と を示

唆 して い る。したが っ て ， こ れ らは ， 過敏特性の 中で

も特 に萎縮 自己 の 影 響 を強 く受 け て い る 人 が 示 す特 性

で あ ると考 え られ る。た だ し ， 対人過 敏 も中程度の 負

の 相関関係を示 して い る の で ， そ こ に も萎縮 自己が強

く関係 して い る もの と言 え る。

2 ．自己愛的人格 の 構造 に つ い て

　本研 究 で は ， 自己 愛 的人格項 目群 の 潜在的 関係 に っ

い て モ デル を仮 定 し， そ の適合度を検討 した 。 その 際 ，

誇大特性 と過敏特性 の そ れ ぞ れ に 対応 す る 2 つ の 潜在

変数 を仮定 し た モ デ ル 1 と ， 極端に 理想化さ れ た 自己

イ メ
ージと しての誇大 自己，それ に 比 して過剰 に 否定

的 に 評価 された萎縮自己 ， 及び ， 他者か らの 否定的評

価 へ の 過敏性で ある 自己愛的傷 つ き易さ の 3 つ の潜在

変数を仮定 した モ デル 2 を用 い た。分析の結果 ，
モ デ

ル 1 は棄却さ れ ， モ デル 2 は支持 さ れ た 。 両 モ デ ル の

比 較 とい う点で は，適合度 に 反映 さ れ る両者の違 い は，

基 本的 に は そ の 潜在変数の 数に ある と考 えられ る 。
つ

ま り，上記の結果 は，誇大特性 と過敏特性 も含めた 自

己愛的人格の全体像を説明す る た め に は ， 両特性に対

応 し た別々 の 2 因子 を仮定す るだ けで は不十 分 で あ り ，

誇大自己 と萎縮 自己 ， 及 び ， 自己愛的傷 つ き易さ の 3

因子 を仮定す る必要が ある こ と を示 唆 して い る 。

　 次 に ，モ デル 2 に お け る各変数間 の 関係 に つ い て は ，

以 下 の よ う に 考 えられ る 。 まず ， 各潜在変数か ら観測

変数へ の 因果係数 を見る と，誇大 自己 は 自己誇大感及

び 賞賛願望 と 同程度 の 強 い 正 の 関係を示 し て い る 。 ま

た ， 萎縮 自己 も自己萎縮感 ， 対人消極性及 び対人過敏

に 同程度 の 強 い 正 の 影響 を与え て い る。以 上 の 結果 は ，

当初予 測 された関係が概ね 再生さ れ た もの と言え る。

こ の こ と か ら，潜在変数の 意味づ け は 妥当 な も の で

あっ た と判断で きる 。

一方，自己愛的傷 つ き易 さ と各

観測変数の 関係は幾 分複雑 で あ る 。 自己愛的傷 つ き易

さ は ， 自己愛的憤怒 と最 も強 い 関係を示 して お り， 対

人過敏及 び権威的操作との 関係 は相対的に弱 い もの と

な っ た 。 し か し ， 自己 愛的憤怒は ， 他者 か ら の 否定 的

な評価 に対す る最 も強い 拒否 的反 応 を意味 す る観測変

数 で あ る。自己愛的傷 っ き 易 さ が他者か ら の 否定的評

価へ の 過敏さ を意味する こ と を考慮す る と，
こ の よ う

な因果係数の付置は妥当な もの と言 える。一
方 ， 対人

過敏 と 自己愛的傷 つ き易さ と の 関係が相対的に 弱 い も

の と な っ た こ と は意外か も し れ な い 。 しか し，萎縮自

己 との 因果係数 が 強 く見 られた こ と を考 慮す る と ，
こ

の観測変数が実際の対人場面で の 傷 つ き易さ よ りも，

萎縮 自己を意識す る こ とか ら生じ る 予期 不安 と し て の

性質 が 強 い こ と を意味す る も の と解釈で き る 。

　 次に，潜在変数間の 関係 に つ い て は 以 下 の よう に 考

察 で き る
。 まず ， 誇大 自己 と 萎縮 自己 は ， と もに 自己

愛的傷 っ き易 さ に強 い 正 の 影響 を与え て い る 。 こ の 結

果は ，誇大 自己 と萎縮 自己の 2極性が ，自己愛的傷 っ

き易 さを生 じさせ る と い う仮説を支持 し て い る 。 た だ

し，数値的 に は誇大 自己 の 影響 の 方が 大 き く現 れ た。

こ の こ と は
， 自己愛的傷 つ き易さ に対す る誇大 自己 の

優位性 を示唆 して い る 。 理論的観点か ら も，こ の 結果

は支持さ れ る 。 な ぜ な ら，誇大 な 自己 イ メ
ージ の み で

否定 的 な自己 イ メ
ージ が定着 して い な くて も， 自己愛

的傷 つ き易 さ は生 じう る もの と考 え られ る か らで ある 。

そ の場合 ， 他者か ら の否定的な評 価は，全 く予期 され

な い もの と して 自己評価に 大 きな衝 撃 を与 える で あ ろ

う 。 ただ し ， そ の よ うな経験が 萎縮 自己 と し て 定着 し

な い 場合 も考え られ る。一
方 で ，萎縮 自己 の み で は 自
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己愛的傷 つ き易 さ に は つ なが らな い
。 否定的 で 無力な

自己イ メ ージの みで は ， 抑 う つ や無気力 と い っ た状態

に 陥る こ と は あ っ て も ， 対人場面で の 評価 に 影響 さ れ

る必 然性 はな い 。 対 人場面 で の傷 つ き に つ な が る に は ，

誇大自己 へ の 期待が幾分 か で も影 響 して い て，それ が

他者か らの評価に よ っ て傷 つ け られ る こ と が必要で あ

る。以 上 の よ うに 考 え る と ， 自己 愛的傷 つ き易さ に と っ

て誇大 自己 は 不可 欠 な要 因 で あ るが ，萎縮 自己 は 必ず

しも必要で はな い 。 否定的自己イ メージの 定着で ある

萎縮自己 は ， 対 人場面 に お け る 予期的な不安 を増強さ

せ ，他者か らの 否定的評価へ の 過敏性 を強め た り， 他

者 の 評価 を否定 的 に歪曲 さ せ て 受 け取 りや す くさ せ る

と い っ た面で ， 自己愛的傷 つ き易さ に 影 響 を与 える要

因 で あ る と考 え ら れ る 。 以上 の よ うな誇大自己 の 優位

性が ， 因果係数 の 配分 に 現 れた もの と考 え られ る。

　次 に ，誇大 自己 と萎縮 自己の 相関係数 は 中程度の負

の 相関 を 示 し て い る 。
こ の結果 は ， 誇大 自己 を強 く持

っ 人 ほ ど萎縮 自己 が 弱 い と い う関係を 示 唆す る も の で

ある 。 その 意味で は，極端 に 理 想的な 自己 イ メ ージ で

あ る誇大 自己 を持 つ 人 は ， 現実場面で直面 す る 自分 を

過剰 に 否 定的 に 評価 し て萎縮 自己 を形成 しや す い と い

う 理 論的仮説 と は 矛盾 す る。した が っ て ，潜在 変数問

の 関係に 関す る仮説は ， 部分的に修正 の 必要がある か

も し れ な い 。た だ し， こ の 点 に つ い て は 以下 の よ うな

説明 も可能で ある 。 岡野 （1998） は ， 極端 に 理想化 され

た理想自己 と，過剰に否定的に評価さ れ た恥ず べ き自

己の 2 極性 の 中で ， 個人 が い ず れ を拠 点 と す る か に

よ っ て 無関心型 と過剰警戒型 の特徴が現れ る と論 じて

い る 。
つ ま り， そ こ に は 2 極性 に 対し，誇大自己 に し

が み つ こ う と す る姿勢が 強 い か ， 萎縮 自己 に こ だわ る

姿勢が強 い か と い う個人 の 姿勢の 影響が 関係 して い る

と考え られ る 。 そ の 場合 ， 誇大 自己 に しが み つ こ う と

す る人 は萎 縮自己 に は気づ き に くい で あろ うし，萎縮

自己 に と らわ れ る 人 は誇大 自己 に は 気 づ き に くい で あ

ろ う。 そ の よ うな個人 的な姿勢の 影響 が結果 に 現 れた

の か も し れ な い 。 た だ し ， こ れ らの 問題 は本研究の範

囲外で あ り， 今後 の 研究 に よ り検討され なけれ ばな ら

な い 課題で ある 。 そ の た め に は ， 潜在的要因 の 性質 に

関す る よ り詳細 な 調査 ・研究が 必要で あ ろ う。
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　The　main 　purposes 　of 　the　present 　study 　were 　to　construct 　a　narcissistic 　personality　questionnaire

nleasuring 　grandiose　traits　and 　hypersensitive　traits，　and 　to　examine 　the　structure 　of　the　narcissistic

personality．　 A 　67−item　questionnaire　was 　administered 　to　545　undergraduates ，　together　with 　10　subscales

of　the　Yatabe −Guilford〔Y −G）Personality　Inventory．　 Promax 　factor　analyses 　on 　the　narcissistic 　personality

questiQnnaire 　yielded　7　factors：
“ Hypersensitjvity，

”“Hesitation
，

”“Sense　of　grandiosity，
”“

exhibitionis 叫
”

“Sense　of　powerlessness，
” “ Authority・manipulation ，

”
and

“ Narcissistic　rage ．
”
　The 　internal　consistency 　of

each 　subscale 　was 　assessed 　with 　item−total　correlations 　and 　Cronbach’

s　alpha 　coefficient ．　 The 　reiation

between 　the　subscales 　and 　the　Yatabe・Guilford　Personality　Inventory　was 　examined ．　 The 　results 　confirmed

the　concurrent 　validity 　of 　the　narcissistic 　personality 　questionnaire ．　Next ，．covariance 　structure 　analyses

were 　carried 　out 　to　investigate　2　hypotheses ： Hypothesis　1，　that　narcissistic 　personalities　have　21atent

factors
，

“
Grandiosity

”
and

“Hypersensitivity，
”

and 　Hypothesis　2，　that　grandiose 　self −image　and 　powerless

self・image　influence　narcissistic 　vulnerability ．　 The 　results 　showed 　that　all 　coefficients 　relating 　to　both

hypotheses　were 　statistically 　significant ，　but　the　goodness　of　fit　irldex　was 　high　enough 　only 　for　Hyopothesis

2． The 　present 　results 　suggest 　a　comprehensive 　poillt　of　view 　of　the　narcissistic 　personality ．

　　　Key　Words ； narcissistic 　personality，　grandiose　traits，　hypersensitive　traits，　narcissistic 　vulnerability ，

covariance 　structure 　analysiS
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